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ま　え　が　き

　分類語難陳の慧味

　ここに分類語彙表というのは，一般に一つの言語体系の中で，その語彙を構成する一つ

・一つの単語が，それぞれどのような意味で絹いられるかを一覧できるように，単語が表わ

し得る意味の世界を分類して，その分類の各項にそれぞれの単語を配当したものである。

すなわち，その分類の各頂には，同義の単語が集められることになるので，これを同義語

類義語集または岡義語類義語目録とよぶこともできよう。

　かような分類語彙表の先例としては，東洋において古く爾雅があり，その流れを汲んで

N本でも和名類聚紗や節用集などの分類体の古辞書がある。また西洋においては，、有名な

Roget’s　Thesaurusそのほかの多くの語彙表や辞書が行なわれている。　（付記参照）

　それらの表は，それぞれ独特の分類によって項置が排列されていて，単語を検索するに

・は，別に五ナ音順とかつづり耳順とかの索引を必要とするものである。中には類義語辞典

として，分類各項翼の見凄しのつづり字によって項良を排列し，検索をたやすくしたもの

もあるが，そのような種類では，糟尾閣の類男莚について一覧するこ之ができない。

　さ℃，かような問野饗義の単語の昌録には，次のような役翻がある6

　まず第一に，蓑環辞典，詞藻辞典としての役割であって，従来の実用的な類語辞典の類

は，嫌とんどそのためのものである。すなわち，会話や作文の際，適当な，またはより適

切な表現を選び，また間一の表現の単調な繰返しを避けるために，用いられるのである。

　第二には，ある種の方言辞典にその試みがあるように，方言の分布や命名の変遷を知る手

がかりとしての役割である。岡じまたは類似の語形がどのような意味において分布するか

は，つづり字母の辞書で追究されるであろうが，ここでは一つの意味，一つの分類項目に

ついて，どのような命名が分布し，どのように変遷したかを知るのである。いわば方言地

図その＄のであるが，一国内の方言に鯛するだけでなく：方言間の比較研究でも，蜜た文献

に徴する史的研究でも，かような形での整理が便利である。

　、第三には，ある個人またはある社会の言語体系もしくはある言語妙品について，衷下上

の特色を見る物指しとしての役割である。このようなf意味の一覧表」に語彙をあてはめ

・てみると，衷現の過不足や，用語の特徴的な集中が窮らかになるであろう。そして，もし

分類がナ分妥当であるならぽ，異なった作品の間とか，異なった野戦体系の聞とかの語彙

特命の物詣しとなり，一方では作品の文体論に闘係し，一方では，それぞれの言語社会の

精神講造や生濡講造を解く基本的手段ともなるであろう。族制語彙とか，色彩語彙とかい

う，一部のまとまった項目についての研究もあるが，それを語彙の全領域に及ばして考え

　るのである。

　第四には，これがわれわれの主要な関心点であるが，基本語彙設定のための基礎デP・タ

としての役割である。これは第三の役割と関係するところ密接であるが，一国語の基本語

彙は，生活上のまたは意味上の各分野から，最も適切な単語を選ぶことによって定められ

なければならない。そのためには，表現されるべき世界，意味の全分野が，偏りなく余す

　ところなく見渡されなければならない。そこに分類一覧表があって、tその各頂に収める語
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ま　え　が　き

句の重みが，その必要性や，はたらきや，語感など，また実際の使用率や使用範囲などの

観点から，互いに比較商量されることになる。すなわち，類義語間のつりあいを，広い見

渡しの上で，狭くも広くも見ることができ，したがって適切な語の選択ができるというこ

とになるであろう。ある特定の観点から広く語を拾いあげるには，五十音順の辞書からで

は，何としても偏りを免れないのである。

　なお，このような分類表は，辞書編集における解説作業に窃与する。その辞書が，辞書

の体裁として，五十音順であるにせよABC順であるにせよ，意味の解説にあたっては，

少なくとも類義語関係を無視してはならないのであって，そのためには，語の選択ぽかり

でなく，かような分類fi録が利鞘されるべきである。

　また，分類を妥当に組織だて，かつ分類項目に系統的に番号を与えることは，謙訳や情

報処理たとえば文献要約などの機械化の一つの方法に，基礎的な作業となるものである。

これは，近い将来の重要な問題で，すでにROget’s　Thesaurusを利用した試みが報告さ

れている。

　〔付　記〕

　分類体の語彙一覧表・辞書の類の先例として，旨にふれたおもなものをあげておこう。

（下記の（7）DORNSEIFFの著書には，きわめて盤かな書罠がついている。）分類の細部を

紹介することはできないが，類と項の数だけ付記する。なお類と項との間に中区分のある

ものもあり，また，さらに小区分をもつ頂のあるものもある。

　まず外国語については

　　1．　？．M．　RoGET：Thesaurus　of　Engiish　Words　and　Phrases，　London　1851．

　　　　　一6類，1000項

　　2．　C．O．　S．　MAwsoN　：　Roget’s　International　Tliesaurus　ef　English　Words

　　　　　and　Phrases，　a　complete　boek　of　synonyms　and　antonyms　founded

　　　　　upon　and　embodying　Reget’s　original　work　with　numerous　additions

　　　　　and　modemiza之ions，　New　York　1939．　一分類嗣上

　　3．　L．V．　BERREy　：　Roget’s　lnternational　Thesaurus，　third　edltion，　New

　　　　　Y◎rk　1962、一公類同上

　　4．　MAwsoN　and　WKITING　：　Roget’s　Pecket　Thesaurus，　a　cardinai　ed．，

　　　　　New　YGrk　1951．・一分類岡上

　　5．　N．LEwls　：　The　Comprehensive　Word　Guide，　New　York　1958．　L一一11441」

　　6．　L．V．　BERREy　and　M．　Van　deR　BARK　：　The　American　Thesaurus　of

　　　　　Slang，　New　York　1948．一18類，940要（2版24類，940項）

　　7．　F．1］）oR“TsEIFF　：　Der　Deutche　Wortschatz　nach　Sachgruppen，　Berlin

　　　　　ユ959（5版）．　一20類，91領．（巻頭にEinleitung　Wortschatzdarstellung

　　　　　und　Bezeichnungslehre．　Bifchernachweis　fur　Begriffs－wortforschung

　　　　　nach　Sachgruppen．）

　　8．　A．PINLocHE　：　Etymologische　W6rterbuch　der　Deutschen　Sprache

　　　　　　（Dictionnaire　etyrnelogique　i11ustre　de　ia　langue　a1｝ernande），　Paris

　　　　　1922．　一6類，82項．

　　9．　WEHRLE－EGGERs　：　Deutscher　Wortschatz　（Ejne　Wegweiser　zum　tref一
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　fenden　Ausdruck），　Stuttgart　1961．　6類，1000項．（Rogetの組織の

　　ドイツ藷への適用）

C．BALLy　：　Trait6　de　la　stylistique　frangaise，　Geneve　et　Paris　1951．

　　（3版）　10類，297項．（第2巻付録Tableau　synoptique　des　termes　d’

　iden毛ification　et　de　leurs　principaux　synonymes。具象物の名を含まず）

E．BLANC　：　DictiQnnaire　universel　de　la　pens6e　al　ab6tique，　iogique

　et　encyclop6dique　（ClassificatioR　naturel！e　et　philosophique　des

　mots，　des　id6es　et　des　choses，　ouvrage　sp6cialement　destin6　aux

　professeurs　et　aux　6crivains），　Lyon　1899．一16；ge，　178K．

E．BLANC　：D｝ctiennaire　alphab6tique　et　loglque　de　la　langue，　de　la

　g60graphie　et　de　1’histoire　a　1’usage　des　6coles，　Lyon　et　Paris　1922．

　　　　　分類同上．

1〈．PLoETz　；　Vocabulaire　systematique　et　guide　de　conver＄ation

　｛rangaise　（Methodische　Anleitung　zum　franz6sische　Sprachen），．

　Ber！in　1883．　　　33類．

A．SNycKERs　：　Duden　Frangais，　（DictioRnaire　illustre　de　la　langue

　frangaise　correspondant　au　〈Bildw6rterbuch＞　de　Duden，　Leipzig

　　1937．　　12類，348項．　　Duden　Frangais（Dictiennaire　en　imageS），

　Manheim，1962（艶me　6d．　corr三g6e）．　一15類，368項．（具象物の名だけ）

R．　｝1［ALLIG　und　W．　von　VXiARTpYRG　：．　Begriffssystem　als　Grund！ag“e　fifr

　　die’　Lexikographie’　（Versuch　eines　Ordnungsschemas），　Ber1in　1963；

　　　　　（2版　neu　bearbeitete　und　erweiterte　Auflage）　　3類，20婆項．

J．CASAREs　’：　9iccionario　ideo16gico　de　la　lengita　espaftola，　Barcelona

　　1954．．　38類，2000璽．　（Parte　sin6ptica．？lan　general．de　la　clasifi－

　　caci6n　ideo16gica）

L．TEsNIERE　：　Petit　vocabglalre　russe，　table　s6mantique，　Paris

　　1957．　　　4類，　200項．

C．D．　BucK　：　A　Dictiortary　of．　Selected　SynonymS　in　．　the　Principal

　　王ndo・European　Languages，　Chicago　1949．　　　22類，　152項．

中國文字改革委員会研究推引処：普通話三千常用詞表（初稿），北京　1959．

　　　　　11品言司，　73項．

倉石武四郎：岩波中国語辞典，東京　1963・　12品詞，148頂．

日本語については，

　　　1．垣内松三『基本語彙学』1938r　　6類，1000項目Rogetの組織の．日本譲一小学

　　　　　　国語読本巻四までの用語一への適用）

　　　2．土居光知．『基礎璃本語』1933．　46類（1000語）（『臼本語の姿』（1943）の「基礎

　　　　　　日本語分類表」の1100語も同じ46類）

　　　3．東条操『標準語引分類全濁方言辞典』1954．　　12類．

　　　4・田中久直擢学習基本語彙・指導の実際』1956・　11類，86項．．（第遜章三読みの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　3　一



ま　え　が　き．

学習墓本語彙とその学習配分）

　覆本語の3『全国方言辞典』の分類は，節粥集の流れを汲むもので，各類の中は標・

準語が五十音順に排列されている。1，・2，4，は，現在自由には手に入れがたい。

　語彙の金分野にわたるものは，環代としては見当てない。古い『倭名類聚紗』『節

用集』『和漢三才図会』などの類については，今省略に従う。

　この分類語彙蓑の牲質

　この分類語彙表の分類の仕方は，さきに國立国語研究所報苦4『婦人難誌の臨写』（19

53）および同報k13『総含雑誌の要語』後編・（1958＞に収めfe分類語彙表の分類の仕方を

大体において踏襲するものである。三つの分類語彙蓑の間には，それぞれ修正による小異

はあるが，re一“の考え方にもとづいている。それは，部分的には職業分類や商品辞典・動

櫃物図鑑等の助けを借りつつも，分類体辞欝の先例をあまり考慮することなく編み出され

た試みであって，独創ではあるが独断的であり，またいまだに完全なものではない。しか

し，一通り語彙の金分野を翼渡す足場の役鼠は，果たし得るものと考える。

　分類の大体を説明するならば，まず大分類として，

1
2
3
4
＾

名詞の仲間一体の類

動詞の仲間一纏の類

形容詞の仲聞一糧の類

その他の仲闘

の4類に分ける。

　1．名詞の仲間（体の類）には，＜何，何ごと，何もの，どれ，だれ，いつ，どこ，い

くつ》等の概念を表わす語と，それらを問いとしたときの答えとなるべき語を収める。

　2．動詞の仲問（用の類）には，・《ある》に関連する亀ののほか，〈どうする，どうな

る》等の警えとなるべき語を収める。

　3。形容詞の仲間（額の類）には，《ない》に闘するものの砥か，《どう，どうだ，ど

んな，どんなに》等の概念を表わす語，およびそれらを問いとしたときに答えとなるべき

語を収める。品詞論的には，形容詞ばかリセなく，いわゆる形容動詞，連体詞や，ある種

の副詞を含む。ただし，（3．）に食めた形容動詞と（1．〉に収めた名調との間では，その

所属の決楚に多少の動揺のあるものもある。ことに，時に関することばでは，（L）と（3．）

とに．わざと：重出させた場合が多い。

　4．その他の伸問には，いわゆる接続詞の類，感動詞の類，ある種の副詞の類等を収め

る。すなわち，概念と概念との間の，また叙述と叙述との間の関係づけや，感動や，呼び

かけ竪笛や，判断・期待。仮定などめ叙述態度（または蓑境意図）についての予告や，待

遇や，を表わす語を収める。

　このような，品詞論的分類をまず第一に行なうことをしないで，＜誌》と《美しい》，

〈動き》とく動く》をそれぞSX一一一つの項目の中に合わせるやりかたも，十分考えられるこ

とではあるが，実際上は困難であった。ただし，それぞれの仲間，特に（L＞（2．）（3．）のそ

れぞれの細分にあたっては，なるべく平行するようにし，細分の番号をある程度一致させ

るように努めた。

　前述のよケに，名詞と形容動詞語幹との間には所属決定の獺難があるが，それ以上に，
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名詞と複合サ変動詞語幹との間にも問題がある。これらを（1．）の仲間と（2・）の仲間とに分

離することは，窮屈な品詞論以外にいわれはない。細分にも関係することであるが，今は

作業上やむをえず，もとのまま，〈変化〉という名詞は（1．）の仲間に，〈変わる〉とい

う動詞は（2・）の仲闘に入れてある。しかし，これらは，（L　1501）と（2，1501）という

ように細分の番号を共通にするから，網互に検索することはたやすい。

　なお，形容講・形容動詞の，語尾くさ〉を伴なったものは，普通に名詞として扱われる

が，ここでは，〈高さ〉〈長さ〉など少数の慣用例を除いて，　（1．）の名詞の仲間に掲げ

なかった。すなわち，〈快さ〉〈長たらしさ〉等は，　（3，）の形容詞等の仲間に収める

く快い〉〈畏たらしい〉等の一種の活用形として取扱ったことになる。

　各顯の細分は次のようになる。

　（1．）の仲間は，まず，人間活動に関するものと，そのあり方のわく組みに落するもの

とに大胆される。わく組みに関するもの（．1）ei　，＜事実，存在，状態，カ，変化，空

間，時間，形，数燈》を含む。人間活動に関するものは，濡動の主体であるもの（・2）と

人間活動そのものの様根一精神と行為（．3）と，人間活動の相手として存在するもの，に

なるが，活動の相手は，人聞が直獲に活動の結果として作り出した物および作り出すため

に利薦する物（．4）と，人閥の主体的活動からは比較的自由に，外界として存在するもの

（．5）とになる。

　以上の5部門は，（1．）の仲間すなわち体の類について立てたものであるが，（2・）の仲

問，（3．）の仲間についても，（R）（．3）（．5）に相当するものがあり，それぞれ，（2．1）

（2．3），（2．5）；（3．1），（3．3），（3．5）として分類される。これを整理して示すと，次の

ようになる。

1．　1

i．　2

L3
1．　4

1．　5

2．エ　　3．1

2．3　3．3

2．5　3．5

抽象的関係（人聞や自然のあり方のわく組み）

人間活鋤の主体

人聞活動一精神および行為

人間活動の生産物一結果および用具

自然一自然物および自然規象

　各部門の間の区刷は，常識的には比較的明らかであると思われる。ただ，語の藩臣的期

法をもつものは，藤壷に問題が起こり得る。たとえば，〈爆発，冷却〉などは，心理的な

意味にも用いられることがあるが，これらは常に原義が支えになっているものとして，霞

然の部門にのみ収めておいてよかろう。しかし，〈やく〉については，嫉妬の場合と火の

場合とで，（2．3）の人間活動と（3．5）の自然現象とに別々に掲げておくほうが便利であ

ろう。かような聞題は，この分類表で常に明白に処理されているとは雷いがたい。

　各部門が，さらにどのように細かく分けられているかは，11ページ以下の分類項目の一一

覧によって概観されることを望む。番号を与えた項昌の数は，4類を通計して，798項に

なる。（1．）の類545項，（2．）の類145項，（3．）の類85項，（4．）の類23項。そのう

ち（2．）（3．）の類の項欝は，内容上ほぼ（1．）の類の項目に重：なる。

　その分類と各項匿の排列とについては，原理的に述べることが簗極困難である。各項葛

には細分の番号がつけてあるが，数多い項昌をただ一つの順序にならべることは，全く検

索の便宜によるものである。ただ，互いに関連する項員は相接して排列されるが，その一

毅的総括的な内容を持つ頂欝は，部分酌な内容を持つ項鼠よりも先にあげてある。たとえ
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ぼ）（工．57）は身体に鯛する部分であるが，（ユ．57◎）は，（1。571（’8）の身体各部位に関す

る総記の部分をなす。

　かような分類項弩は，実は分類排列の調理が確立されていないままになされたものであ

り，時として立案着自身にも不満を覚えさせる野鴨がある。たとえば（．12）の中のく影

野〉やく消滅〉などは，（ほ5）のく1変化〉の類に含めてもよろしかるべく，また（．58）の

く生死〉なども，＜変化》にあわせることも考えられるであろう。さきに讐喩的用法につ

いてふれたが，入間活動や自然翼象としてまとめたものの中に，　（．エ）のく関係のわく》

に入れてよいものもありそうである。

　さらに，分類各項日に収めた語句については，趣旨としては，類義同等のものは同一頂

昌に収められるべきものであって，努めて集合をはかったが，なお溺の項羅に分属したま

まになっているものがあるであろう。その多くは，共通部分をもつ複合語の組で，Ptつの

語Xついては前部分を重視し，他の語については後部分を重視したというようなことから

生じた不手際である。

　なお，従前の研究所報告（4，13）における分類語彙表では，一一‘つの語形は一つの顔自に

しか掲げなかった。すなわち，一つの語については一つの意味しか取りあげなかったので

あるが，このたびの分類語彙衷では，ある程度，多義を考慮して，一つの語でもいくつか

の下目に掲げたものがある。先にあげたくやく〉もその例といってよい。また今の複合

語，たとえぼく言い薩す〉を（2．312＞のく言語》の獲と　（2．1501）のく改i新〉の頂とに

両型したようなものもある。もとよりこれらも十分精到なものではない。

　複合語のうち，〈真善美〉やく稲敬清寂〉のように，ちがった範瞬に属する語がそれぞ

れ独立しつつ複合しているものでは，それぞれの語をそれぞれの項目に分出しないわけに

いかなかった。〈公序良俗〉のような結合も，もとよりく公序〉とく良俗〉とにわけて考

え，ることに，し，た。

　なお，一一・・つの項熱中に収めた語の性質について，つけ蒲えておきたい。それらの語は，

同義類義の関係で一つにまとめられているものである。岡義とか類義とかいうことの意味

については，ここで詳細に論ずることはできないが，いわゆる待遇（敬意の方向と螢）や，

奨醜，薪古，詩監などの議感をぬきにして，岡じ文脈の同じ地位（また転換された文脈の

相当する地位）に琉われることが許される限りのものである。その限度には広狭さまざま

のとり方があって，類義の範囲は広がり得るのである。しかし，ここでは，あらゆる文脈

について検証した結果を示すのではないことを，ことわっておかなけれぽならない。

　もう一つのことわりは，一つの項目に収めたのは岡義類義の語の群であって，手組連想

による語態でぱないことである。従来の分類体辞書の中には，生活揚強を分類してそれぞ

れの場颪に現われ得る語をあげる，会話書の色彩の強いものがある。実用的をこは最も自然

な体裁で，生活場愁と語との関係を労るのに有効で便利なものではあるが，ここではむし

ろ，一つの意味が生活場面に応じてどのような語として現われるかに関心があって，自由

連想をことさら極力避けようとした。頂員間の排列はいわば連想的なものであり，項鼠内

の語の排列も，生活場面による自由連想を全く排除し得たとは雷い切れないが，趣旨とし

て上の通りである。たとえばくビール〉については，飲酒行鋤に関連して，〈酒・スタウ

・〉・ウイスキー・飲む・酔う・一杯・あわ・ジョッキ・uヅプ・ほろにが・ホップ・赤ら

顔・ビヤtt・　・一ル》等々が遵想されるであろう。　しかし，この一t群の語は，〈飲む〉やく3
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ヅプ〉にとっては必ずしも同等の重要さを持つとは言えない。それにはそれの連想語群が

ある。連想語群をとらえることも語彙論上の大切な仕事であると思われるが，ここでは，

〈tr’　一一ル〉をただく酒・ウイスキー・スタウト〉とグループをなすものとして扱い，＜飲

む〉やくビヤホール〉との関係を断ったのである。

　この分類語彙豪に収あた語は，およそ三万二千六再語である。これらの語は，国立國語

研究所報儀21『現代雑誌九十種の用語用字』第一分冊（1962）の語彙表に掲げる高使用率の

語のうち，人名，会社名，球団名等の個溺の名，および認号の類を除く約七千語を中心と

し，それにつつく使用率をもつ約五千語を補い，さらに阪本一一・“．5氏の『教育基本語彙』に

選ばれた二万二千五蔵語のうち，上と重複しないものを加え，また，それらの語を各項器

に分類したものを通覧した上で主観的に増補したものを含むものである。日常生活でより

墓詣的な役割をはたしている語は，大体において取りあげてあるかと思うが，個癖酌増補

に際して，この表を見ればすぐにその項琶に属すべきものとして思い浮べることができる

と思われる語，所属項Nの明白な語は，よほど重要と認めない限り，割愛したものがあ

る。たとえばくひちりき〉をあげないが，それがく楽器〉の類（1．456）であることは明

らかであろう。

　また，いくつかの語が組になっているような場合に，一つか二つだけをあげて他を加え

なかったものがある。たとえばく真北，翼西〉はあげたが，〈真南，真東〉をしいて加え

なかった。また，比較的専門特殊に属すると認める語も多くを捨てた。すでに中心の七千

語の中に，たとえば裁縫用語（この表の1。384や1．42など）や，野球や将棋の略語（この

表の1．　337やL457など）もあるのであるが，これらとの比較の上で，基本的な語の採択

を決定させるのが，この表の役割そのものと考えるわけである。

　各項目に必要な語句を補充すること，それらの語句の必要さを他の語句と比べること，

それが聞題である。ある項資では，薪たに加えられようとする語が，大部分かたかなこと

ぽであるような場合もあるであろう。単に同一の物ごとの命名のfff　lfiとして，薪語または

古語がつけ加わる場合，また同類ではあるが全く新しい物ごとへの命名がつけ加わる揚含

もあるであろう。これらの増補とその評価は，すべて本書の利用客にまかされている。

　われわれの語彙調査の結果から取り入れた語は，われわれのいわゆるβ単位であって，

比較的短い語形である。これに対して阪本語彙から取り入れた語や，主観的な増補による

語は，必ずしもβ単位ではなく，β複合も含まれている。われわれのβ単位では，＜自

転〉とく車（シャ）〉とはそれぞれ1単位であるが，そのほかにく自転車〉という複合語は

報告21の使網率を示す語彙表にはのせてない。今この分類語彙表では，〈廻転〉と

く車（シャ）〉を収めることはもちろんであるが，〈自転車〉もまた阪本語彙から補ってのせ

た。また比較曲少数ではあるが，〈しりもちをつく〉というような慣用語句も補うことに

した。これはβ単位の語の意味を考え．るについても，厳密にβ単位で一貫するよりも，普

通の表現単位をある程度採用しておくほうが，実用的な目的にかなうと考えたからである。

　ただ，中心の七千語については，後述のように，星印を頭につけて示すことにした。す

なわち，単独のく自転〉やく車〉は星印で示される。それに対して，〈霞転車〉は，実際

く惣転〉とく車〉との組合せとして，32園現われていたのであるが，星印では示されな

い。この点は多少聞題になるであろうが，今はそのままにしておくことにする。
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　この本の体裁

　この本の分類語藁蓑は，分類項騒一覧と本蓑と五十音順索引との3部から成る。

　分類引馬一覧は，本蓑の各項冒につけた見出しのことばを，ホ表の項目番号願に掲げた

ものである。その冤出しは，必ずしも項翼に収める語のすべてをおおうようなことばであ

るとは限らないが，大体において，その半鐘の性質を示し得るであろう。いわば分類の総

讐録である。

　本貫は，分類の1璽鶴ごとに，筒義類義の麗係の認められる語の群を収めて，・一つの願

に排列したものである。項蹟には一つ一つ分類番号をっけ，また見出しを設けた。

　分類猛署は，五十音響索引および本塁での粗：互滲照に罵いられる。たとえば（1．　2◎1）や

（1．1257）のように，整数位1けたと，小数点以下3けたまたは4けたで蓑わす。　（4けた

羅は，小字を用いた。）整数位の1～4は，品詞論的弓劉の4類（4ペー・一ジ参照），小数点

以下第1位の1～5は，意味野晒の5都門（5ページ参照），第2位以下はその細分であ

る。小数点以下は品詞論的な4類の間で，相互参照に便利なように内容上関係のある項9

に，なるべく澗じ番号を（少なくとも小数点以下第2位まで）与えるようにした。そのた

め，（2．）の類，（3．）の類では，、隣りあった項貝で番号の飛んでいる部分がある。　（な

お，報告21の語彙表にも，この分類番号が示してあるが，多少変更したものがあるので，

本書の索引を利足されたい。）

　昆目しは，努めてその項霞の全体：を示すような語を選んだが，いくつかの語を併記した

揚舎も多く，また説明的な語句を矯いた場合もある。

切削の大者ざ，すなわち収容語数は，必ずしも平均していない。しいて独立の項部に立

てなくてもよさそうなものも，認められないわけではないが，分類表作成の遇程での混乱

を避けるため，修正を最小隈度に止めた。

　一つの匹田の内部でも，さらにいくつかのグループが認められるものは，グループごと

に行を変え，さらに番弩をつけたものもある。そのグループの大きさ，またグIV・一一プ分け

のレベルについても，聖母の揚禽と細雪に，過不及がある。

　両脚の語は，報告21の語彙衰に掲げるもの，すなわち，現代雑誌九十種の心肝調査にお

いて，門川率がα014パーミル以上（標本使周痩数が7以上）であった語である。ただし，こ

の語彙調査はβ単僚を数えたものであり，したがって星印の語は，もとよりβ単位であ

る。しかし，この分類語彙蓑には，β単位以外の語（語彙調査で2単位以上に分割した語）

をも収めているので，この表の中で，星印の語とその他の語とを，使用率の上から比較す

ることはできない。

　なお，2項目以上に星印で重出するものがあるが，それぞれの項の意味で基準以上の使

用率があったものとは限らない。報岱21の語彙表では，一般に多義の用法を合わせた使用

率が示してあり，今はそれを意味ごとに分割せず，重毘する賑り星野で示した。〈もの〉

は報告21ではく春〉とく物〉とを合併しているが，この分類語彙表では，〈巻〉とく物〉

とを別に出して，ともに星印にしてある。（いくらか星印の脱漏もあろうかと思われる。再

治の機を待つ。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　蜷の蓑魏は，便宜に従った。もとより表記の標準を示すのがこの本の目的ではないので，

当用漢字表にはかかわらずに漢字を用いたものがある。また，同じ語を蕩畿異なった表記
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で両出したものがあり，送りがなもまま不統一の点がある。

　漢宇については，括弧の中に読み方を注した場合もある。閥じ漢字を音訓両様によませ

た場倉もある。

　動詞，形容詞の示し方については，報告21の語彙蓑の見出し語形の示し方の考えに準じ

た。すなわち，

　動詞な運用形を代表の形とし，五段活用はく思いう〉のように，代表形のあとに運体

形の語尾を小文字で添え，一段濡絹はく起ぎ〃〉のように，代表形のあとにかたかな〈〃〉

を小文字で添え，力変・サ変は，〈来く〃〉〈関しす〃〉のように，代表形のあとに連体形

を小文字で添えた。

　形容詞ま語幹を代蓑形とし，〈赤い〉のように連体形語羅くい〉を小文字で添えた。

〈暖か〉のように，形容詞渚用と形容動詞溝屠を持つものについては，〈暖かい，な〉の

ように，両方の連体形語尾くい，な〉を小文字で添えた。そのほか，副詞的語句について，

語尾のくて〉〈と〉＜ta＞等を小文字にしたものがある。

　語のあとに，他の分類番号を注記したものがある。これは，多義の語で他の項還にもは

いっているもの，また，本来他の項羅に入れるのが適当と思われるもの，などについて，

糧互参照の便宜のためにつけたものである。問一類の中の他の項竃を揃示するのには，類

の番号，すなわち整数位の数字を省略した。たとえば，（1．16Ge）のく心境〉に（．3004）

とあるのは，同じ（1．）の類の中の（1．300・t）を参照せよということである。

　五十音二二弓1は，本蓑に収めた三万余の語句を五十音順に排列し，各語についてその語

が本学に翼われる項目の分類番号を示したものである。語の勢門は，外来語および動植物

名をかたかなとし，その他，漢字を用いるecは，必ずしも当用漢字表の制限によらなかっ

た。なお，動詞・形容詞は，本丁の示し方にかかわらず，普通の辞書のように終止形で掲

げた。形容動詞は語幹だけを示すのを原則とした。
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分類語彙表

1　手馴万二千六百の語句が，意味の上から

　4類，13部門，798項目に分類してある。

2　分類の各項目には，分類番号と見出しが

与えてある。

3　見出しは，その項目の内容がなるべくよ

　く代表されるように選んだが，意味上の大

体の目安に止まる。

4　各項目に収めた語句は，小グループをな

すことに行を変えて一括した。グループご

　とにさらに番号をつけた場合もある。

5　＊印をつけた語は，国立国語研究所報告

21『現代雑誌九十種の用語用字』第一分冊

　（1962）の語彙表の中に掲げられた語であ

　る。すなわちそれらの語の標本使用度数は，

　それぞれ7以上である。

6　語のあとにつけた括弧内の小さい数字は，

　その語について参照すべき他の項目の分類

番号である。整数位の数字を欠くものは，

　同じ「類」の中の項目の番号である。

7　分類を概観するには，前に分類項目一覧

がある。語を検索するには，後に五十音順

索引がある。解説は，まえがきを見られた

　い。
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　師表　手本　碁モデル　原型（，18e）

ee
瘁@ケース　実例　；事例　逓例　類例　特
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1．Iie，

　例　悪例　適例　好例　ee例外　期例　引

　例　凡例　聾判例

外延　内包

箋．璽憩1　等級・蘂列

梼位（くらい）憂級幹等（とう）静階級等級品等

　親等　官等　善三面　梼層　wクラス　職階

　冠位位階　勲等
tw上一：e中　下（げ）ee上級ec’　Fl級下級’k‘es

級　低級　初級　善上等　ee中等　下等　ee高

等　並等　初等　上層　下層　初段　高段

特　等　特級

聾基準（規鱗）　赫標輩　ee水準　　レベル　　積安

　本位

同位（．160。）　低位

系列　ee系統　w系　磁統　血すじ　毛なみ

　家系　学統　父系　母系　直系　傍系
　嫡流　　　家柄（、341e）

系譜　系図　「eシリー・一・ズ　水脈脈絡

罎。襯G圏係

縣関係　間柄　続き柄　ee仲　恋仲　遠縁　係

　累縁故櫨縁腐れ縁良縁（．335）
内縁（．335）不仲

かかわり　N関連　連関　網関　関与　かか

　りあい　縁つづき
ee
潤@えにし　機縁　悪縁　奇縁　ちなみ

きずな　縁起　ゆかり　由緒

幣主格根対・絶対（．113，，3．112）

1．ll11本

本末大本大もと　宗（そう）　曇根本　根

幹基幹根竃元・基本元曇基本
ee
烽ﾆ　い　善基礎　基底　基盤　素地　下地

　骨子

みなもと　源泉　曇根元　おこり　起源　語

　源ee電源1水源給源光源湯元禍
　根　源流　ee原（げん）　Mたね

1．1112　閉炉

聾条件　悪条件　黄前提　大前提　帰結　三拍

　子層要件㌧

悶果　困　因子咽縁N原因　素照　真魍
　軸要闘、起因　誘因　近因　遠因　成函

　作因　死因　懸路　敗閃　訴因　ec一本因坊

　機縁（工ほ1工。）　曇せい　由縁　モチP一フ

N結果　聾成果　戦果　W効果　逆効果　かい

　年力9v・　生きカ：y、

納まり　一x’落ち　帰趨

ききめ　効能　効験　効薦　実効　即効　速

効　特　効　偉効　奏効（．158t）

ff
e響　あたりさわり　報い　応報　果報

　余徳　霊験　まきそえ　累　しわ寄せ

筆疇箋1璽3　　理由●　琵藍的．証拠

輯理由　事由　’「eわ　tr　ee故　曇ゆえん　何故

　ec’根擁’より処　論拠　典拠

鱒霞的if　9あてW目標めど　「eため　esnt

　途　使途　使いみち　ee実用（．3S52）　ll　m

　当用　食糧　飲規　薬編　ec一乗掘　霞家用

　雛絹　軍用

曇手段　よすが　手だて（．308、）

聾証拠　言質、「e　n実　例証（．3073）　反証　傍

　証　心証　霞証

1．鴛2e　異同

異同　大問小異曇同（どう）同上聾岡一　問

　断　にたりよったり（3．112）岡学　イ＝一ル

　岡類　同系　同格　同等同質問位（．110、）

　同権　嗣点　＆同期　同級　　同郷　同村

　岡業　岡姓　問性　同室　岡乗　同船，車

　間宿　筒行　同病　同欝　岡日

輯擦違N違い　異（い）差異（差違）　個入差

　差等甲乙不問小異曇異（こと）差
　別（，3063）　人違い

1．112正　類似・一致

類似　演舞　近似　酷似　空似　比類　比肩

　匹敵　紛い　もどき　擬似　紛れ

鱗一v　満揚一致　合致　合一　符合　暗合
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五十音順索引

1　本表に収めた語を五十音順に排列した。

2　番号は，本本の項目の番号である。

3　動詞・形容詞は終止形，形容動詞は語幹

　で掲げた。

4　動植物名および外来語は，この索引では

　かたかなを用いた。用字は，必ずしも当用

漢字表の制限にはよっていない。また，索

引と本表とで文字使いの一致しない場合も

　ある。

5　〈廓・郭清〉〈代・替える〉〈電器・機〉等

　とあるのは，それぞれく廓清〉〈郭清〉，〈代

　える〉〈替える〉，　〈電器〉〈電機〉等，文

　字使いのちがうものを合併したものである。

　なおく格差，較差〉のようにして，同音で

　同番号の項目に属するものを示した場合も

　ある。

6　動植物名，国名については，本丁の動植

物，個有地名の項に掲げないでも，索引に

　は載せたものがある。
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藍⊂熱欝〕

祁変わらず

哀願

愛玩

合着

愛郷

愛嬌

あいくち

愛くるしい

愛犬

愛顧

あいこ

愛護

愛好

愛国

合ことば

愛妻

あいさつ

愛児

愛着

哀愁

愛書

愛慾
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z。エ04

3・エoo

4。3エ0
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4・3エ。

エ。460

x．　462

1．442
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合麹　　　　r．312；

アイスクリーム

愛する
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　　　　　　i．s63

青磐

越菜

青二才

仰のく

仰のけ

青葉

仰向き

仰向く

仰陶け

御向ける

　アオムシ

青物

青榔

　あおり

　煽り立てる］
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エ。η30

！・553

エ・▽30

2・エ7
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下

垢

赤々

赤い

あかがね

あがき

あかぎれ

あがく

赤子

証

赤字

アカシア

一あ一
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2・5iラ

r．502

r．　5xlr

3．502

3・ラ02

kSIIO
I・　3392

：・s86

2・　339Z

r．　205

1・30フ3

r．31r3

r－552

明かし暮らすz．333

赤縄号

明かす

赤線

赤ちゃん

赤チン

暁

赤土

アカデミー

アカトンボ

垢抜け

赤恥

赤旗

赤帽

アカマツ

あがめる

赤ら顔

あからさま

赤らむ

明かり

上がり

あがり⊂終〕
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」hカ≦り高　　　 Lエ9笈Σ

上がる　　　 2．r540

あがる〔終〕　z．巧02

あがる〔食〕　2・333

明るい　　　 3．50z

明るみ．　Σづoz
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あかんべい

赤んぼう

秋

明，空き

飽き

秋口

空き罐

秋草

秋ロ

秋作

明き巣

明き巣狙い

飽き足りる

塞量地

飽きっぽい

明き止まり〔裁縫〕

　　　　　1．：71
商い

商う

聴き箱

秋悟れ

秋びより

空きびん

空き間

明き衡

空き家

明らか

あきらめ

あきらめる

飽きる

あきれ返る
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悪銭　　　　＝．372・

アクセント　1．　31s2

あくた　　　x．410

悪玉　　　エ．245・
悪天　　　　　　　　

＝●5エ54

悪天候　　　x．　5：54

あくどい　　3．34r

悪党　　　　r．234

悪童　　　　工．2。5

悪徳　　　　ユ．3046

悪入　　　　1．・234

悪罵　　　　　　　Σ‘3エ30

悪H　　　　　　　 z．i634

あくび（欠伸）r．　S83
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弊
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闘
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悪
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3・　3i

エ・3142

1・う85

X．　330

x．　3；54

エ・330

！悪癖

悪魔

飽くまで

塵
悪夢

　あぐむ

悪友

　悪落

　あぐら

悪辣

　悪霊

握力

明くる〔翌3

明くる朝

明くる年

明くるH
悪例

悪路

明け

エ・305王

x．　203

3・346

エ・3エ42

エ・3002

2．30r

Σ曾22工

工。3852

x・339エ

3・34三
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r．　x402

エ。エ671

3．r67

r．エ671

エ．エ67エ

Lエ671

翼．＝100

z．47：

x．　is8r

x．　x635

上●揚・E逮げし三540

揚をず〔裁縫〕　　1．i83

揚げ足

上げ下ろし

曙け方

あげく

明け暮れ

上げ下げ

上げ潮

開け立て

明けっ放し

明けひろげ

挙げて

明けの明星

明け放す

アケビ

揚げヒバリ

明け広げ

あけぼの

揚げ物

開ける

明ける

上げる
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z・　S73

＝・エ540

z．z63ラ

r．x65エ

r．：6r3

エ・エ540

エ・5巧5

x・エ553
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2．　r553
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2．　16

2．　1540
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明け渡し　　L3フ70

明け渡す　　2．377

孟子（あこ）　＝．213

あご（顎）　　x．57r

アコーディオン
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あこがれ　　1．302◎

あこがれる　2，302
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朝起き　　　＝．333x

アサガオ　　1．552
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朝曇り　　　z．5r54

浅黒い　　　3．502

朝食：（あさけ）i．　3332

あざけり

あざける

朝御飯

浅瀬

浅潰け

あさって

朝っぱら

朝露

浅手

あざとい

字（あざな）

朝なぎ

朝寝

朝寝坊

あさはか

朝飯

朝晩

朝日

あさましい

朝まだき

アザミ

浅緑
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